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林業の現状について？ 

• 西条市の林業就業者は、平成１２年の国勢調査で８１人であったが
平成２７年の国勢調査では７１人に若干減少している 

• 西条市の素材生産量は、平成４年に５,４７７㎥まで低下したが、
平成３０年には２万６３１㎥まで回復してきたところである 

• 素材価格については、平成３年に１３㎝上３ｍのスギ丸太で２万
５,７７０円ヒノキ丸太で４万３,３８０円であった平成３０年には、
スギが１万３,２５０円、ヒノキが１万８,６７０円と低下している
状況である　 



林業の活性化について？ 
•  西条市内の製材業者や木材チップ加工業者が、年間に使用する原木の量は約
２３万㎥であり、このうち県産材は約５割である 

•  西条市年間素材生産量は、この１０年間の平均で約１万５千㎥であり、これ
を全て市内の製材業者等が受け入れたとしても、原木の年間使用量の１割に
も満たない 

•  西条産の原木を受け入れる余力はまだ十分ある原木を増産するための担い手
の育成が課題である 

•  担い手の育成は、林業事業体への支援施策として、施設・機械の整備に対す
る国の補助事業があり、本市での過去５年間の実績は１件　　 

•  県と市が補助を行う「森林整備担い手確保育成対策事業」は、林業研修や高
性能林業機械の借り上げに支援を行う毎年実施し、平成３０年度においては、
５事業体が申請を行い、事業費約８１０万円に対し、県と市で約４４６万円
の補助 



林業の活性化について？ 

• 西条産材活用促進事業における、平成３０年度ヒノキ柱及びス
ギ柱に対する補助金の交付決定は１９件　交付金額は申請ごと
に各１０万円で、合計１９０万円ＣＬＴに対する補助金は、ま
だ応募がない状況 

• 販売促進を目的に、平成３０年３月に株式会社Ｅ－ＣＬＴ設立
ＣＬＴを製造する株式会社サイプレス・スナダヤを中心に、林
業・木材産業関係などの２３社が出資している民間企業　　　
令和元年度のＣＬＴの販売実績は約１１００㎥ 

• ＣＬＴの販売拡大の課題は国内でのＣＬＴ建築が始まって日も
浅いＣＬＴを扱える建築士や施工業者が育っていないなど　 





林業の活性化について？ 
•  西条市は、平成30・31年度、県の補助事業　「新ふるさとづくり総合支
援事業」を活用し、「ＣＬＴ利用促進事業」を実施　　　　　　　　　
愛媛県及び愛媛県ＣＬＴ普及協議会と連携した「ＣＬＴの設計演習実務
者セミナー」や、「ＣＬＴ建築技術普及セミナー」を開催　　　　　　
設計者及び施工業者の育成に取り組んでいる 

•  民間建築物等へのＣＬＴの普及促進のため、平成３１年３月５日～８日、
東京のビッグサイトで開催される「建築・建材展」にＣＬＴを出展する
などのＰＲ活動「ＣＬＴ利用促進事業」を活用して行っている 

•  全国初となる原木から製品まで一貫生産のＣＬＴ工場が完成　　　　　
ＣＬＴの利用促進を中心に木材利用を推進する　　　　　　　　　　　
資源が蓄積されている森林の有効活用を図る　　　　　　　　　　　　
保水力など森林の持つ公益的機能が十分発揮できる森林整備　　　　　
地域林業の活性化に繋げる 



西条市森林整備基金条例　　 
森林環境税／森林環境譲与税 

続く	

西条市の林業復活には 
更なる財源が必要！	


